
能
楽
論
を
説
く
上
で
花
道
の
理
論
を
明
確
に
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
の
は
、

世
阿
弥
の
女
婿
禅
竹
の
孫
に
当
る
、
金
春
禅
鳳
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
禅
鳳
の

談
話
を
素
人
弟
子
の
一
人
、
藤
右
衛
門
尉
な
る
人
物
が
筆
録
し
た
「
禅
鳳
雑

①談
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

む
し
．

花
が
能
に
近
く
候
。
花
と
圭
り
枯
ら
し
候
は
で
、
其
ま
ま
に
括
す
や
う

な
る
が
よ
く
候
。
結
い
集
め
た
る
花
を
は
ら
と
解
き
候
が
、
幕
う
ち
上

ら
ち

候
て
よ
り
埒
を
破
る
心
に
て
候
。
花
の
し
ほ
ひ
し
、
池
の
坊
被
レ
申
候
。

面
白
く
候
・

禅
鳳
の
頃
に
な
る
と
、
猿
楽
者
達
は
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
演
能
だ
け
に
留

ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
公
家
衆
や
豪
族
に
謡
を
教
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
禅
鳳
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
へ
の

実
技
面
で
の
教
え
の
中
に
、
立
花
の
理
論
、
即
ち
池
坊
專
応
（
当
時
は
専
順
、

(一､）

『
立
花
口
伝
大
事
」
に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄

１
世
阿
弥
伝
書
と
の
比
較
よ
り
Ｉ

連
歌
師
で
も
あ
っ
た
）
の
『
專
応
口
伝
』
に
み
え
る
よ
う
な
理
論
を
直
接
見

聞
き
し
、
響
き
あ
う
も
の
を
感
じ
て
、
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
更

②

に
、
桃
山
期
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
八
帖
花
伝
言
』
に
は
、

そ
れ
、
能
と
云
事
、
大
夫
を
花
の
真
に
た
と
へ
、
役
者
を
下
草
に
か
た

ど
る
也
。
大
夫
は
一
座
の
大
将
、
花
の
真
な
れ
ば
、
い
か
に
も
ノ
ー
下

草
よ
り
威
勢
の
あ
る
や
う
に
、
も
て
な
す
べ
し
。
又
、
大
夫
よ
り
下
草

へ
相
応
す
る
や
う
に
心
得
。
へ
し
。

と
あ
り
、
能
に
お
け
る
大
夫
と
役
者
を
、
花
道
に
お
け
る
中
心
に
す
え
ら
れ

る
材
料
と
花
瓶
の
ロ
近
く
に
生
け
ら
れ
る
材
料
に
、
直
接
結
び
つ
け
て
説
こ

う
と
す
る
傾
向
が
こ
こ
に
表
わ
れ
て
い
る
。

で
は
、
禅
鳳
の
頃
か
ら
約
一
世
紀
さ
か
の
ぼ
る
世
阿
弥
の
頃
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

花
道
の
成
立
、
即
ち
、
宗
教
的
な
性
格
を
持
つ
花
か
ら
離
れ
て
人
灸
の
鑑

③

賞
す
る
花
に
な
っ
た
の
は
、
大
井
ミ
ノ
ブ
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
十
五
世
紀

中
期
、
即
ち
室
町
時
代
の
中
で
も
特
に
応
仁
の
乱
以
後
で
あ
る
。
従
っ
て
、

小
山
美
智
子
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世
阿
弥
の
時
代
に
は
花
道
の
理
論
は
確
立
し
て
い
な
い
と
す
る
の
が
通
説
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
成
立
と
思
わ
れ
る
花
道
の
口
伝
書
『
立
花

口
伝
大
事
』
が
現
存
す
る
。
こ
の
奥
書
に
は
、
「
干
時
応
安
元
年
二
月
十
八

日
佐
々
木
京
極
道
誉
（
花
押
）
」
と
署
名
し
て
あ
り
、
現
存
す
る
花
の
伝
言

で
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
立
花
口
伝
大
事
』
が
、
奥
書
に
あ
る
通

り
道
誉
の
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
方
と
共
に
、
一
方
に
「
後
世
道

．
④

誉
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
道
誉
に
関

す
る
史
実
と
こ
の
伝
言
の
各
条
（
「
遊
ふ
え
ん
の
時
の
ふ
う
り
う
の
花
の
事
」
「
七

夕
会
花
の
事
」
な
ど
の
各
釜
を
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
点
が
多
く
、
ま
た
、

道
誉
自
身
実
際
に
花
を
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
道
誉
の
精
神
は
立

花
の
出
発
点
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
『
立
花
口
伝
大
事
』
は
道
誉
の

手
に
よ
る
も
の
と
み
な
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
の
奥
書
に
あ
る
応
安
元
年
（
一
三
六
八
年
）
は
、
道
誉
六
十
三
歳
、

世
阿
弥
五
歳
に
当
る
。
道
誉
と
世
阿
弥
の
間
に
直
接
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

世
阿
弥
の
伝
言
か
ら
推
察
で
き
る
。

。
昔
、
・
大
和
申
楽
に
、
名
主
と
申
笛
の
上
手
あ
り
し
也
。
京
極
の
道
与
入

道
殿
（
佐
渡
判
官
云
）
「
申
楽
の
間
延
ぶ
る
は
悪
き
事
な
れ
共
、
こ
の

名
生
が
笛
を
聞
く
程
は
、
時
節
の
移
る
を
も
忘
る
ょ
ぞ
」
と
感
ぜ
ら
れ

⑤
・

た
る
ほ
ど
の
笛
の
堪
能
な
り
。
（
『
習
道
害
』
）

が
彼
一
忠
を
、
観
阿
は
、
「
我
が
風
体
の
師
也
」
と
申
さ
れ
け
る
也
。
道

阿
又
一
忠
が
弟
子
也
。
一
忠
を
ば
世
子
は
見
ず
。
京
極
の
道
与
、
海
老

名
の
南
阿
弥
陀
仏
な
ど
物
語
せ
ら
れ
し
に
て
推
量
す
。
し
ゃ
く
め
い
た

る
為
手
也
。
（
『
申
楽
談
儀
』
）

『
立
花
口
伝
大
事
』

に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄

１
－

・
道
阿
「
や
う
ノ
＼
は
か
な
や
な
ど
さ
ら
ぱ
、
釈
尊
の
出
世
に
は
生
ぜ
ざ

る
覧
、
つ
た
な
き
わ
れ
ら
が
果
報
か
な
や
」
是
を
、
い
づ
れ
も
き
た
な

き
音
曲
な
れ
共
、
か
上
り
面
白
あ
れ
ば
、
道
誉
も
日
本
一
と
褒
め
ら
れ

・
し
也
・
（
『
申
楽
談
儀
』
）

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
世
阿
弥
は
自
分
の
批
評
眼
の
拠
り
所
の
一

つ
に
、
道
誉
の
鑑
賞
眼
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
阿
弥
が
十

一
歳
の
時
道
誉
は
六
十
七
歳
で
他
界
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
道
誉

は
世
阿
弥
の
才
能
を
悟
り
、
世
阿
弥
が
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
昔
の
能
の
名
人
に
つ
い
て
、
い
か
に
優
れ
て
い
た
か
を
折
に
ふ
れ
話
し

て
聞
か
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
誉
と
世
阿
弥
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
「
立
花
口
伝
大
事
』

と
世
阿
弥
の
伝
言
を
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
影
響
関
係
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
両
者
の
比
較
を
通
し
て
、
世
阿
弥

の
理
論
、
特
に
幽
玄
を
中
心
に
言
及
し
た
い
と
思
う
。

従
来
、
世
阿
弥
の
幽
玄
論
は
、
歌
論
連
歌
論
の
延
長
上
に
見
よ
う
と
す
る

説
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幽
玄
の
体
系
は
、
和
歌
で
は
「
こ
と
ば
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
能
楽
で
は
「
音
曲
と
こ
と
ば
」
を
主
軸
と
し
て
直

接
「
姿
態
や
動
作
」
に
よ
る
視
覚
的
表
現
が
参
加
し
、
よ
り
多
様
性
を
持
っ

も
の
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
体
的
考
察
も
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
か
ら
、
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
も
、
重
点
を
和
歌
か
ら
よ
り
立
体
的

美
を
追
求
す
る
花
道
の
理
論
に
移
し
な
が
ら
、
世
阿
弥
の
幽
玄
論
を
考
え
て

み
た
い
。

4
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１
，
世
阿
弥
の
説
く
幽
玄
の
諸
相

世
阿
弥
は
、
幽
玄
に
つ
い
て
、
「
花
鏡
』
の
「
幽
玄
之
入
堺
事
」
の
条
で
、

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

２

幽
玄
の
風
体
の
事
、
諸
道
・
諸
事
に
於
い
て
、
幽
玄
な
る
を
以
て
上
果

３

と
せ
り
。
こ
と
さ
ら
当
芸
に
於
い
て
、
幽
玄
の
風
体
第
一
と
せ
り
。
先
、

４

大
か
た
は
、
幽
玄
の
風
体
目
前
に
あ
ら
は
れ
て
、
是
を
の
み
見
所
の
人

５

も
賞
翫
す
れ
共
、
幽
玄
な
る
為
手
、
左
右
な
く
無
し
。
是
、
ま
こ
と
の

６

幽
玄
の
味
は
ひ
を
知
ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
さ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
堺
へ
入

為
手
な
し
。

右
に
あ
る
１
１
４
の
幽
玄
は
、
当
時
広
く
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、

基
本
線
上
の
幽
玄
で
あ
る
。
即
ち
、
能
楽
に
限
ら
ず
、
和
歌
、
管
弦
、
蹴
鞠

な
ど
の
芸
能
全
般
に
お
い
て
幽
玄
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
中
で
の
理
想
的
境

地
を
表
わ
す
概
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
阿
弥
は
、
能
楽
に
お

け
る
幽
玄
の
為
手
と
は
、
５
，
６
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
１
１
４
の
基
本

線
上
の
幽
玄
と
は
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
能
楽
に
お
け
る
「
ま

こ
と
」
の
幽
玄
と
い
う
も
の
を
目
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
『
至
花

『
立
花
口
伝
大
事
』
と
世
阿
弥
の
伝
言
と
の
具
体
的
な
比
較
検
討
の
前
に
、

ま
ず
、
世
阿
弥
の
伝
言
に
み
え
る
幽
玄
の
諸
相
と
、
婆
娑
羅
大
名
と
し
て
の

佐
々
木
道
誉
に
関
す
る
史
実
に
つ
い
て
、
順
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ｊ一
一く

道
』
に
至
る
と
、
こ
の
「
ま
こ
と
」
の
幽
玄
と
同
様
の
観
点
と
思
わ
れ
る

「
ま
こ
と
」
の
皮
と
い
う
表
現
が
出
て
い
る
。

こ
の
芸
態
に
、
皮
・
肉
・
骨
あ
り
。
此
三
、
そ
ろ
ふ
事
な
し
。
（
中
略
）

ま
づ
、
下
地
の
生
得
の
あ
り
て
、
を
の
づ
か
ら
上
手
に
出
生
し
た
る
瑞

力
の
見
所
を
、
骨
と
や
申
べ
き
。
舞
歌
の
習
力
の
満
風
、
見
に
あ
ら
は

る
坐
所
、
肉
と
や
申
・
へ
き
。
こ
の
品
（
々
）
を
長
じ
て
、
安
く
美
し
く

極
ま
る
風
姿
を
、
皮
と
申
翁
へ
き
。
（
中
略
）
今
ほ
ど
の
芸
人
を
見
及
分
は
、

た
図
皮
を
少
し
す
る
の
み
也
。
そ
れ
も
、
ま
こ
と
の
皮
に
は
あ
ら
ず
。

「
皮
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
別
の
条
に
、
「
人
な
い
の
幽
玄
は
皮
に
て
あ

り
と
も
」
と
あ
り
、
「
な
に
と
見
る
も
幽
玄
な
る
は
皮
風
の
芸
劫
の
感
」
と

説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
姿
の
幽
玄
を
「
皮
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

更
に
、
同
書
に
は
、
「
見
・
間
・
心
の
三
に
と
ら
ば
、
見
は
皮
、
聞
は
肉
、

心
は
骨
な
る
べ
き
や
ら
ん
」
と
あ
る
・
こ
の
「
見
・
聞
・
心
」
と
は
、
『
花

鏡
』
で
そ
れ
ぞ
れ
、
「
間
よ
り
出
来
る
能
」
（
主
と
し
て
音
曲
の
面
白
さ
に

よ
っ
て
成
功
す
る
能
）
、
「
心
よ
り
出
来
る
能
」
（
ど
こ
と
い
う
こ
と
な
く
心

を
う
っ
て
成
功
す
る
能
）
、
「
見
よ
り
出
来
る
能
」
（
主
と
し
て
見
た
目
の
面

白
さ
に
よ
っ
て
成
功
す
る
能
）
と
い
う
三
つ
に
分
類
し
説
か
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
、
「
皮
」
に
関
係
す
る
「
見
よ
り
出
来
る
能
」
と
は
、
「
座
敷
も
色
め

き
」
「
見
物
の
上
下
、
感
声
を
出
だ
し
て
、
は
、
へ
は
。
へ
し
く
見
え
た
る
当
座
」

め
き
き

が
あ
り
、
「
目
利
は
申
に
不
し
及
、
さ
ほ
ど
に
能
を
知
ら
ぬ
人
ま
で
も
、
み
な

同
心
に
『
面
白
や
』
と
思
ふ
当
座
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「
幽
玄
」
↓
「
皮
」
↓
「
見
」
↓
「
座
敷
も
色
め
き
」
と

い
う
、
世
阿
弥
の
言
及
の
道
筋
を
辿
っ
て
い
く
と
、
幽
玄
の
一
要
素
と
し
て

一
一
一
、
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次
の
よ
う
な
「
色
ど
り
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
能
に
、
色
ど
り
に
て
風
情
に
成
こ
と
、
心
得
く
し
。
（
中
略
）
常
盛
の
能
、

船
を
青
練
貫
な
ど
に
て
、
ち
と
飾
る
べ
し
。
隅
田
河
の
能
、
あ
ま
り
に

初
め
は
色
な
き
能
な
れ
ば
、
此
旅
人
な
ど
に
は
、
大
口
を
着
て
も
よ
る

し
か
る
。
へ
し
。
（
『
申
楽
談
儀
』
）

だ

・
石
河
の
女
郎
の
能
は
（
中
略
）
夏
な
ら
ば
、
彩
み
て
縫
い
た
ら
ん
か
た
び

ら
、
側
へ
っ
ん
が
う
て
よ
か
る
べ
き
畝
。
水
衣
を
ち
坐
と
彩
み
た
る
体

も
よ
か
る
べ
き
歎
。
（
『
申
楽
談
儀
』
）

水
衣
は
本
来
は
粗
末
な
衣
で
は
あ
る
が
、
視
覚
的
な
華
や
か
さ
を
出
す
た

だ

め
「
彩
み
る
」
、
つ
ま
り
彩
色
す
る
と
い
う
心
が
け
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

精
神
は
、
第
一
期
（
『
風
姿
花
伝
』
）
の
特
に
「
物
狂
」
の
条
に
も
み
る
こ
と
が

で
き
る
。お

よ
そ
物
狂
の
出
立
、
似
合
ひ
た
る
や
う
に
出
て
出
っ
↑
へ
き
事
、
是
非

な
し
。
さ
り
な
が
ら
、
と
て
も
物
狂
に
言
寄
せ
て
、
時
に
よ
り
て
、
な

に
と
も
花
や
か
に
出
で
立
つ
。
へ
し
。
時
の
花
を
挿
頭
に
挿
す
べ
し
。

こ
こ
で
、
特
に
、
単
に
「
華
や
か
」
で
は
な
く
、
「
時
に
よ
り
て
」
「
時

の
花
」
と
い
う
規
定
を
付
加
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
規

定
は
、
第
三
期
（
『
申
楽
談
儀
』
）
に
至
っ
て
次
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
る
。

幕
屋
に
て
、
に
は
か
に
、
ふ
と
今
の
や
う
に
は
せ
し
よ
り
、
名
有
能
と

な
れ
り
。
然
ぱ
、
能
も
当
世
ノ
ー
を
心
得
て
、
昔
は
か
く
成
と
の
み
心

得
べ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
新
作
の
能
共
を
、
本
意
に
失
は
ず
し
て
、
当
世

を
ち
上
と
色
ど
り
替
う
べ
し
。

「
当
世
」
、
つ
ま
り
、
当
時
の
人
々
の
好
む
よ
う
な
色
ど
り
、
華
や
か
な
も

『
立
花
口
伝
大
事
』
に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄

&

の
へ
少
し
ず
つ
替
え
て
演
じ
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
当
世
」
と
は
『
日
本
思
想
大
系
、
世
阿
弥
禅
竹
』
『
世
阿
弥
十
六
部
集
評

釈
』
な
ど
い
ず
れ
も
、
「
時
代
の
好
み
」
と
解
釈
さ
れ
、
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
世
阿
弥
時
代
の
人
々
の
好
み
の
一
つ
と
し
て
、
『
建
武
式
目

⑥

条
々
』
に
「
近
日
号
二
婆
佐
羅
一
専
好
二
過
差
圭
綾
羅
綿
繍
。
精
好
銀
劔
。
風

流
服
飾
。
無
い
不
し
驚
レ
目
。
頗
可
レ
謂
一
物
狂
一
嗽
。
」
と
あ
る
「
婆
佐
羅
（
婆

娑
羅
）
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
「
婆

娑
羅
」
の
風
俗
と
は
、
右
の
一
文
か
ら
、
高
級
織
物
（
綾
羅
、
錦
繍
、
精

好
）
を
中
心
と
し
た
服
装
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
が
、
そ

こ
か
ら
発
展
し
て
、
「
無
不
驚
目
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
目
を
驚
か
す
よ

う
な
、
常
軌
を
逸
し
た
、
華
美
、
珍
奇
、
豪
著
を
好
む
傾
向
が
人
々
に
あ
っ

た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
『
徒
然
草
』
の
次
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
も

考
え
ら
れ
る
。

・
何
事
も
、
め
づ
ら
し
き
事
を
求
め
、
異
説
を
好
む
は
、
浅
才
の
人
の
、

必
ず
あ
る
事
な
り
と
ぞ
。
（
百
十
六
段
）

・
大
方
、
な
に
も
、
珍
し
く
あ
り
が
た
き
物
は
、
よ
か
ら
ぬ
人
の
も
て
興

ず
る
も
の
な
り
。
さ
よ
う
の
も
の
な
く
て
あ
り
な
ん
。
（
百
三
十
九
段
）

前
者
は
、
物
に
名
を
付
け
る
事
に
関
し
て
説
い
た
段
の
最
後
の
文
で
あ
り
、

ま
た
後
者
も
、
「
家
に
あ
り
た
き
木
・
花
」
な
ど
に
つ
い
て
説
い
た
段
の
最

⑦

後
の
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
兼
好
の
「
珍
奇
よ
り
も
常
凡
を
」
と
す
る
生

活
観
の
あ
ら
わ
れ
た
文
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
「
浅
才
の
人
」
「
よ
か
ら
糎

人
」
と
い
う
一
般
大
衆
に
、
「
珍
し
き
事
物
」
を
好
む
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
で
き
る
。

二
七



、

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
般
大
衆
の
好
む
「
婆
娑
羅
」
的
要
素
は
、
観
阿

弥
・
世
阿
弥
が
衆
人
愛
敬
を
第
一
主
眼
と
し
て
立
合
勝
負
に
勝
つ
た
め
の
工

夫
を
す
る
中
で
め
ざ
し
て
い
た
幽
玄
能
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
当
世
」
の
根

底
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
婆
娑
羅
的
要
素
を
最
も
持
つ
人
物
、
即
ち
、
佐
之
木

道
誉
に
注
目
す
る
。

２
、
婆
娑
羅
大
名
ｌ
佐
々
木
道
誉

佐
々
木
道
誉
は
、
南
北
朝
時
代
に
足
利
尊
氏
、
義
詮
に
仕
え
た
大
名
で
あ

り
、
抜
群
に
垢
抜
け
の
し
た
洗
練
さ
れ
た
武
士
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
養
は
、

既
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
名
主
、
一
忠
、
道
阿
な
ど
の
昔
の
達
人
の
芸
風
を
神

童
世
阿
弥
に
語
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
道
誉
の
教

養
は
そ
の
よ
う
な
能
楽
だ
け
で
な
く
、
並
は
ず
れ
た
浪
費
生
活
の
中
か
ら
、

室
町
文
化
の
連
歌
、
香
道
、
茶
道
、
花
道
な
ど
に
貢
献
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
主
導
権
を
握
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
ず
、
連
歌
に
お
い
て
は
、
「
梵
灯
庵

⑧

返
答
害
』
に
、

梶
井
二
品
親
王
御
数
寄
の
比
を
ひ
。
佐
を
木
の
道
誉
禅
門
常
に
参
候
あ

《
り
き
。
順
覚
、
信
昭
、
救
済
な
と
肩
を
な
ら
へ
て
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
比
。

昼
夜
御
会
あ
り
け
る
と
な
ん
。
十
三
夜
に
三
百
駒
あ
そ
は
し
て
、
摂
政

殿
へ
御
点
を
申
さ
れ
き
。

と
あ
る
よ
う
に
、
連
歌
師
と
共
に
熱
心
に
連
歌
の
会
に
参
加
し
、
十
三
夜
で

三
百
句
も
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
連
歌
界
で
の
第
一
人
者
で
あ
る
二
条
良
基

⑨
、

の
連
歌
論
書
「
十
問
最
秘
抄
』
に
、
「
問
ひ
て
云
は
く
人
々
の
好
む
所
、
姿

唖

に
よ
り
て
連
歌
は
変
は
る
べ
き
か
。
答
へ
て
云
は
く
、
天
下
の
人
の
お
ほ
く

褒
む
る
を
よ
き
と
知
る
べ
し
。
（
中
略
）
さ
れ
ば
、
道
誉
な
ど
好
み
し
比
は
、

其
の
風
情
を
み
な
せ
し
な
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
時
は
道
誉
風
、
つ

ま
り
道
誉
が
好
ん
で
用
い
る
連
歌
の
風
体
が
連
歌
界
に
流
行
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
『
菟
玖
波
集
』
に
も
道
誉
の
作
品
は
、
救
済
・
良
基
・
梶
井
宮
に

つ
い
で
八
十
一
句
入
っ
て
お
り
、
そ
の
勢
力
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
茶
器
や
香
の
蒐
集
に
関
し
て
は
偉
大
な
功
労
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

更
に
、
花
道
に
お
い
て
は
、
実
際
に
花
を
生
け
る
上
で
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

ザ
ン
ス
ル
ヲ
・

き
さ
を
、
『
太
平
記
』
巻
三
十
九
「
諸
大
名
霊
一
道
朝
一
事
付
道
誉
大
原
野

花
会
事
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
桜
の
大
木
四
本
を
真

鐡
で
作
っ
た
花
瓶
に
生
け
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
そ
の
花
瓶
を
二
つ
で
一

対
に
見
な
し
、
そ
の
間
に
ふ
た
か
か
え
も
あ
る
香
炉
を
置
い
て
、
名
香
一
斤

を
一
時
に
た
き
あ
げ
た
と
い
う
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
婆
娑
羅
の
精
神
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
花
道
の
実
践
の
中

で
道
誉
が
著
わ
し
た
『
立
花
口
伝
大
事
』
に
つ
い
て
次
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

『
立
花
口
伝
大
事
』
は
『
花
道
全
集
」
第
二
巻
（
河
原
書
店
？
昭
和
二
十
三

年
）
に
所
収
さ
れ
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
者
猪
熊
信
男
氏
は
、
｜
‐
応
安

元
年
二
月
佐
々
木
道
誉
の
も
の
を
足
利
末
期
に
写
せ
し
も
の
な
ら
む
」
と
註

し
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
既
に
述
、
へ
た
よ
う
に
、
奥
書
、
花
押
、
各
条

の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
道
誉
の
口
伝
書
と
み
な
し
、
論
を
進
め
て
い
き
た

r＝、
、一ノ

二
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た
を
ゆ
ふ
ノ
、
と
お
も
ひ
あ
ひ
て
の
か
ぬ
や
う
に
た
っ
へ
し
、

こ
れ
は
、
四
十
ケ
条
中
、
第
二
十
番
目
に
あ
り
、
「
ゆ
う
げ
ん
」
の
語
が

唯
一
見
ら
れ
る
条
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
「
出
陣
の
花
の
事
」
「
わ
だ
ま
し

（
転
居
）
の
花
の
事
」
等
の
条
に
み
ら
れ
る
、
花
の
種
類
本
数
、
用
具
等
に

関
す
る
実
践
的
な
内
容
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
一
ケ
条
は
や
や
思
い
入

れ
が
深
く
、
観
念
的
な
表
現
で
あ
り
、
異
質
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を

口
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

児
、
女
の
儀
式
の
時
の
座
敷
飾
り
花
を
立
て
る
事
は
、
い
か
に
も
幽
玄

で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
時
へ
「
珍
し
き
花
」
、
即
ち
開
花
季

節
に
先
が
け
て
咲
く
花
を
真
に
立
て
る
の
が
良
い
。
そ
の
花
の
持
つ
美

し
い
色
香
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
（
正
面
に
向
け
）
、
茎
、
葉
と
共
に
呼

応
す
る
よ
う
美
し
い
曲
線
を
描
く
よ
う
に
立
て
る
の
が
良
い
。
真
の
前

し
ん
ま
え
し
ん
う
し
ろ
そ
え

後
に
立
て
る
真
前
、
真
後
、
副
、
体
の
花
も
、
「
面
白
き
姿
」
、
即
ち
そ

れ
ぞ
れ
の
花
の
持
つ
美
し
い
姿
を
真
に
対
し
て
つ
め
す
ぎ
な
い
よ
う
ゆ

ゞ
，
っ
た
り
と
立
て
、
真
、
副
、
体
、
そ
れ
ぞ
れ
が
呼
び
合
い
答
え
て
い
る

よ
う
に
し
て
、
離
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
立
て
る
の
が
良
い
。

『
立
花
口
伝
大
事
』
に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄

い
。

こ
の
『
立
花
口
伝
大
事
』
に
関
す
る
研
究
は
、
『
花
道
全
集
』
に
あ
る
翻

刻
に
留
ま
り
、
未
だ
細
部
に
わ
た
る
も
の
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
へ
本
稿
で

は
特
に
次
の
一
ケ
条
に
注
目
し
た
い
℃

２

’一
、
ち
こ
女
の
さ
し
き
か
さ
り
花
の
事
い
か
に
も
ゆ
う
け
ん
な
る
を
か
ん

２

３

よ
う
と
す
、
其
時
め
っ
ら
し
か
ら
ん
花
を
し
ん
に
立
へ
し
、
色
か
に
め

４て
な
ひ
去
星
必
へ
る
ふ
せ
い
を
た
て
る
へ
し
、

４

｜

|’

岳

’

4

せ
ん
こ
お
も
し
ろ
き
す
か

2

ま
ず
、
「
ち
こ
女
の
座
敷
飾
り
花
」
に
限
定
し
て
幽
玄
で
あ
る
こ
と
を
肝

要
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
座
敷
飾
り
に
関
す
る
諭
書
で
あ
る
『
君

⑩
⑪
⑫

台
観
左
右
帳
記
』
「
花
伝
』
（
慈
照
寺
蔵
）
「
仙
伝
抄
』
に
は
、
「
ち
こ
女
」
の

語
は
な
く
、
ま
た
、
花
道
の
辞
書
に
も
こ
の
語
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
専
門
用
語
で
あ
る
の
か
、
何
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
を
「
児
」
と
「
女
」
と
に
分
類
す
る
と
、
世
阿
弥
が
幽
玄
の
基
底

を
、
「
児
姿
（
童
形
）
」
‐
女
体
」
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
繋
が
る
。

・
先
、
童
形
な
れ
ば
、
な
に
と
し
た
る
も
幽
玄
な
り
。
声
も
立
つ
頃
也
。

二
の
便
り
あ
れ
ば
、
悪
き
事
は
隠
れ
、
よ
き
事
は
い
よ
い
よ
花
め
け
り
。

（
『
風
姿
花
伝
』
）

・
児
姿
者
幽
玄
之
本
風
也
。
（
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
）

・
女
体
の
能
姿
、
風
体
を
飾
り
て
書
く
べ
し
。
（
中
略
）
長
け
た
る
か
上
り

の
、
美
し
く
て
、
幽
玄
無
上
の
位
、
曲
も
妙
声
、
振
り
、
風
情
も
此
上

は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
（
『
三
道
』
）

・
女
体
…
（
中
略
）
ｌ
幽
玄
之
根
本
風
と
も
可
申
也
。
（
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
）

従
来
、
幽
玄
の
基
底
に
児
姿
（
十
一
・
・
二
歳
）
と
女
性
の
姿
と
い
う
二
本

柱
を
置
く
こ
と
は
、
世
阿
弥
独
自
の
観
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
ち

こ
女
」
と
「
幽
玄
」
を
結
び
つ
け
た
こ
の
よ
う
な
道
誉
の
指
摘
に
よ
っ
て
、

道
誉
か
ら
世
阿
弥
へ
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
可
能

二
九

こ
の
一
ケ
条
と
、
世
阿
弥
の
伝
言
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
接
点
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
順
に
あ
げ
て
み
る
。

１
、
児
姿
、
女
体



次
に
、
「
幽
玄
」
「
珍
し
」
「
面
白
き
」
と
い
う
主
要
な
語
の
用
い
方
は
、

世
阿
弥
が
第
一
期
（
『
風
姿
花
伝
』
）
に
良
き
能
に
つ
い
て
力
説
し
て
い
る
文
と

重
な
り
あ
う
。

・
然
ぱ
、
申
楽
の
座
に
於
い
て
も
、
能
に
上
中
下
の
差
別
あ
る
・
へ
し
。
本

説
正
し
く
、
め
づ
ら
し
き
が
幽
玄
に
て
、
面
白
き
所
あ
ら
ん
を
、
よ
き

能
と
は
申
く
し
。
（
「
第
三
問
答
条
々
」
）

・
し
か
れ
ば
、
よ
き
能
と
申
は
、
本
説
正
し
く
、
め
づ
ら
し
き
風
体
に
て
、

詰
め
所
あ
り
て
、
か
か
り
幽
玄
な
ら
ん
を
第
一
と
す
べ
し
。
風
体
は
め

づ
ら
し
か
ら
ね
ど
も
、
わ
づ
ら
は
し
く
も
な
く
、
直
に
下
り
た
る
が
、

面
白
き
所
あ
ら
ん
を
、
第
二
と
す
《
へ
し
。
（
「
第
六
花
修
」
）

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
誉
の
用
い
た
批
評
の
用
語
は
、
そ
の
ま

ま
第
一
期
に
お
け
る
世
阿
弥
の
も
の
へ
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
更
に
「
花
」
に
注
目
し
て
考
え
て
み
た
い
・

世
阿
弥
の
伝
書
の
書
名
で
「
花
」
の
字
を
冠
し
た
も
の
は
『
風
姿
花
伝
』

以
下
『
花
習
内
抜
害
』
『
至
花
道
』
『
花
鏡
』
『
拾
玉
得
花
』
『
却
来
花
』

の
六
書
で
あ
り
、
特
に
『
風
姿
花
伝
』
に
は
「
花
」
の
語
が
百
三
十
七
見
え
、

「
花
の
解
明
」
が
こ
の
言
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
「
花
」
と
は
、

「
幽
玄
の
情
趣
を
展
開
さ
せ
得
傘
へ
き
唯
一
の
演
出
法
」
（
野
上
豊
一
郎
氏
、
横

井
春
野
氏
）
、
「
演
者
が
観
衆
に
芸
術
的
感
興
を
喚
起
さ
せ
る
芸
」
（
能
勢
朝
次

⑬

氏
、
西
尾
実
氏
）
な
ど
で
あ
る
と
い
う
先
学
の
解
釈
が
あ
る
が
、
『
風
姿
花
伝
』

に
な
る
。

２
、
花
と
、
珍
し
、
面
白
き
、
幽
玄
、

よ

面
白
キ
ト
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
ト
、
コ
レ
三
ツ
ハ
同
ジ
心
ナ
リ
。
イ
ヅ
レ
ノ

花
力
散
ラ
デ
残
ル
、
ヘ
キ
。
散
ル
ュ
エ
’
三
リ
テ
、
咲
ク
頃
ア
レ
バ
メ
ヅ

ラ
シ
キ
ナ
リ
、
能
モ
、
住
ス
ル
所
ナ
キ
ヲ
、
マ
ヅ
花
ト
知
ル
。
ヘ
シ
。

（
「
第
七
別
紙
口
伝
」
）

あ
っ
け
な
く
散
っ
て
し
ま
う
花
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
季
節
が
め
ぐ
っ
て
久

し
振
り
に
咲
き
初
め
る
花
の
新
鮮
な
美
し
さ
は
「
珍
し
き
」
と
な
り
、
そ
れ

が
人
の
心
に
は
「
面
白
き
」
と
し
て
伝
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
風
姿
花

伝
』
で
は
、
「
花
」
と
「
面
白
き
」
と
「
珍
し
き
」
を
同
位
置
に
置
き
、
花

の
解
明
の
手
段
と
し
て
至
る
所
で
「
面
白
き
」
お
よ
び
「
珍
し
き
」
の
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
面
白
き
」
「
珍
し
」
の
二
語
が
、
道
誉

の
『
立
花
口
伝
大
事
』
の
一
ケ
条
に
お
い
て
も
明
確
に
並
列
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

従
来
、
世
阿
弥
が
能
芸
美
に
職
え
る
「
花
」
と
は
、
単
に
自
然
の
中
に
咲

き
、
あ
る
い
は
散
る
花
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
花
道
の
理
論
の
中
に
も
世
阿
弥
と
同
じ
よ
う
な

「
面
白
き
」
「
珍
し
」
「
幽
玄
」
の
語
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

世
阿
弥
に
と
っ
て
も
「
花
」
と
は
単
に
自
然
の
花
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
自
然
の
中
に
咲
く

花
を
切
っ
て
、
花
瓶
に
立
て
、
そ
れ
を
置
く
場
や
生
け
る
時
期
（
儀
式
、
出

三
○

に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

花
ト
イ
フ
ニ
、
万
木
千
草
二
於
イ
テ
、
四
季
折
節
一
一
咲
ク
物
ナ
レ
バ
、

ソ
ノ
時
ヲ
得
テ
メ
ヅ
ラ
シ
キ
ュ
エ
’
一
、
モ
テ
ア
ソ
ブ
ナ
リ
。
申
楽
モ
、

人
ノ
心
一
一
メ
ヅ
ラ
シ
キ
ト
知
ル
所
、
ス
ナ
ハ
チ
面
白
キ
心
ナ
リ
。
花
卜
、

合



次
に
、
「
色
香
に
め
で
な
び
き
あ
え
る
風
情
を
立
て
る
」
「
ゆ
ふ
ゆ
ふ
と

お
も
い
あ
い
て
の
か
ぬ
よ
う
に
立
て
る
」
と
あ
る
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
花
の

持
つ
素
材
美
を
い
か
に
生
か
し
て
立
て
る
か
と
い
う
工
夫
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
「
色
香
‐
｜
の
語
は
、
世
阿
弥
の
伝
言
に
も
同
様
の
用
い
方
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

女
な
ん
ど
は
、
し
と
や
か
に
、
人
目
を
忍
ぶ
も
の
な
れ
ば
、
見
風
に
さ

の
み
見
所
な
き
に
、
物
狂
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
舞
を
舞
い
、
歌
を
謡
い
て

狂
言
す
れ
ば
、
も
と
よ
り
み
や
び
た
る
女
姿
に
、
花
を
散
ら
し
、
色
香

を
ほ
ど
こ
す
見
風
、
是
又
な
に
よ
り
も
面
白
き
風
姿
也
。
（
『
拾
玉
得
花
』
）

本
来
「
人
目
を
忍
ぶ
も
の
」
で
あ
る
女
が
、
狂
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
珍

し
き
」
が
生
じ
、
従
っ
て
「
め
づ
ら
し
き
花
」
を
真
に
立
て
た
こ
と
に
な
り
、

狂
う
起
因
と
な
っ
た
女
の
心
（
内
面
）
が
色
香
と
な
る
。
こ
の
色
香
を
生
か

す
よ
う
に
演
じ
、
こ
れ
が
観
客
に
伝
わ
れ
ば
、
何
よ
り
も
「
面
白
い
」
と
い

『
立
花
口
伝
大
事
』
に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄
．

陣
等
）
を
考
慮
し
て
、
す
雫
へ
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
、
人
工
的
に
生
け
て

な
お
か
つ
、
現
実
の
自
然
よ
り
も
も
っ
と
『
自
然
』
を
構
成
す
る
」
と
い
う

花
道
の
精
神
は
、
能
楽
の
「
演
者
が
舞
台
に
立
ち
、
観
客
の
好
み
や
『
陰
陽

和
す
る
心
」
を
心
が
け
て
常
に
周
囲
と
調
和
す
る
よ
う
に
工
夫
し
、
男
性
が

女
性
を
演
じ
、
人
間
が
鬼
を
演
じ
る
と
い
う
虚
実
の
世
界
」
へ
通
じ
る
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
世
阿
弥
は
、
表
面
上
は
自
然
の
中
の
花
の
美
に
瞼
え
て

解
明
し
な
が
ら
、
そ
の
工
夫
の
中
に
は
、
道
誉
の
唱
え
る
花
道
の
精
神
を
置

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
色
香
ｌ
花
香
と
比
較
し
て 4

う
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
女
」
「
色
香
」
「
面
白

き
（
風
）
姿
」
と
い
う
語
の
関
連
は
そ
の
ま
ま
道
誉
の
一
ケ
条
と
重
な
り
あ

》
フ

○

さ
て
、
道
誉
と
同
じ
よ
う
に
、
世
阿
弥
の
才
能
を
悟
り
、
多
く
の
影
響
を

与
え
た
と
言
わ
れ
る
二
条
良
基
の
連
歌
論
害
で
は
、
「
色
香
」
と
同
種
の
語

と
思
わ
れ
る
「
花
香
」
の
語
を
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

ノ
ト
ト

テ

．
所
詮
、
ホ
ヶ
ノ
、
ト
シ
、
、
、
フ
ヵ
ク
幽
玄
体
、
花
々
花
力
（
花
香
）
ノ
立

一
フ

⑭

サ
サ
メ
キ
タ
ル
体
、
簡
要
ア
ル
。
ヘ
キ
也
。
（
『
九
州
問
答
』
）

・
先
づ
花
香
あ
る
は
俗
な
ら
ぬ
句
也
。
花
香
な
き
は
俗
な
る
句
也
。
（
『
十

間
最
秘
抄
』
）

こ
れ
ら
の
「
花
香
」
は
、
連
歌
の
素
材
が
持
つ
美
的
要
素
を
表
わ
す
も
の

で
あ
り
、
道
誉
の
「
色
香
」
よ
り
も
観
念
的
な
内
容
を
持
つ
語
で
あ
る
。
し

か
し
、
具
体
的
実
際
的
な
香
り
と
す
る
「
花
香
」
の
用
い
方
も
し
て
い
る
。

風
情
あ
り
て
し
か
も
か
上
り
幽
玄
な
る
、
へ
し
。
（
中
略
）
た
と
え
ば
本
の

ご
と
し
。
花
香
は
己
が
持
ち
た
れ
ど
も
、
調
じ
様
に
よ
り
て
晴
れ
に
は

出
づ
な
り
。
い
か
に
栂
尾
、
宇
治
茶
な
ど
に
て
あ
り
と
も
、
仕
立
わ
る

く
て
は
、
己
が
花
香
も
い
た
づ
ら
事
也
。
（
『
十
問
最
秘
抄
』
）

こ
れ
は
連
歌
に
つ
い
て
、
茶
道
を
例
に
出
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
栂

尾
、
宇
治
茶
と
い
う
優
れ
た
香
り
を
持
つ
茶
で
あ
っ
て
も
、
入
れ
方
が
悪
く

て
は
、
香
り
は
何
ら
出
る
こ
と
な
く
、
持
っ
て
い
る
こ
と
の
価
値
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
素
材
美
を
生
か
す
よ
う
に
工
夫
を
こ
ら

す
こ
と
の
困
難
さ
と
共
に
重
要
さ
を
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
良
基
が
「
花
香
」
と
い
い
、
道
誉
が
「
色
香
」
と
表
わ
す



概
念
を
、
世
阿
弥
は
、
「
花
香
」
の
語
を
用
い
ず
「
色
香
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
に
注
目
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

「
花
香
」
と
は
、
こ
と
ば
の
響
き
、
あ
る
い
は
茶
の
香
り
と
い
う
一
元
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
「
色
香
」
に
は
、
更
に
視
覚
的
要
素
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
華

や
か
さ
と
い
う
も
の
を
持
つ
。
即
ち
、
花
道
に
お
け
る
「
立
花
」
を
、
あ
る

い
は
能
楽
に
お
け
る
「
演
者
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
見
る
鑑
賞
者
の
眼
が
意
識
さ

れ
て
お
り
、
二
元
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
世
阿
弥
の
理

論
は
舟
精
神
面
で
は
良
基
と
同
一
線
上
に
あ
る
が
、
立
体
的
視
点
に
立
つ
と
、

良
基
よ
り
も
今
一
歩
道
誉
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
「
な
び
き
あ
へ
る
風
情
」
「
ゆ
ふ
ゆ
ふ
と
思
ひ
合
ひ
て
の
か
ぬ
よ

う
に
」
立
て
る
と
い
う
指
摘
は
、
前
節
で
述
令
へ
た
、
内
面
に
持
つ
「
色
香
」

を
表
面
上
に
ど
の
よ
う
に
醸
し
出
す
か
と
い
う
工
夫
に
関
す
る
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
既
に
述
等
へ
た
よ
う
に
、
世
阿
弥
が
単
な
る
表
面
的
華

や
か
さ
で
は
な
い
「
ま
こ
と
」
の
「
皮
」
を
追
求
し
て
い
た
こ
と
と
通
じ
る
。

ま
た
一
方
、
世
阿
弥
が
第
二
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
言
及
し
て
い
る
砕
動
風

鬼
の
演
じ
方
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
期
（
『
風
姿
花
伝
』
）
前
半
に
お
い
て
は
明
確
に
、
幽
玄
の
対
極
に
あ
っ

⑮

た
鬼
が
、
「
第
七
別
紙
口
伝
」
（
第
一
期
後
半
）
に
至
る
と
、

仮
令
、
怒
レ
ル
風
体
ニ
セ
ン
時
ハ
、
柔
カ
ナ
ル
心
ヲ
忘
ル
ベ
カ
ラ
ズ
・

（
中
略
）
怒
レ
ル
’
一
柔
カ
ナ
ル
心
ヲ
持
ツ
コ
ト
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
理
ナ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
柔
か
な
る
心
」
の
存
在
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
更
に
第

４
、
ゆ
ふ
ゆ
ふ
、
な
び
き
あ
へ
る
風
情

〆

二
期
（
『
花
鏡
』
）
で
は
、

怒
れ
る
よ
そ
ほ
ひ
、
鬼
人
な
ど
に
な
り
て
、
身
な
り
を
ぱ
少
し
力
動
に

持
っ
と
も
、
又
美
し
き
か
具
り
を
忘
れ
ず
し
て
、
動
十
分
心
、
又
、
強

身
動
宥
足
踏
を
心
に
か
け
て
、
人
な
い
美
し
く
ぱ
、
是
鬼
の
幽
玄
に
て

圭
衲
〉
字
○
今
へ
、
‐
）
Ｏ

と
い
う
ふ
う
に
、
「
鬼
」
と
「
幽
玄
」
が
一
体
化
し
、
遂
に
、
人
間
の
心
、

柔
か
な
る
心
、
即
ち
幽
玄
を
内
に
秘
め
た
鬼
と
し
て
砕
動
風
鬼
が
登
場
す
る
。

こ
の
砕
動
風
鬼
の
演
じ
方
を
説
く
上
で
、
第
三
期
（
『
申
楽
談
儀
』
）
に
は
次
の

よ
う
な
擬
態
語
が
頻
出
す
る
。

・
怒
れ
る
こ
と
に
は
、
融
の
大
臣
の
能
に
、
鬼
に
成
て
大
臣
を
責
む
る
と

云
能
に
、
ゆ
ら
り
き
き
と
し
、
大
に
な
り
、
砕
動
風
な
ど
に
は
、
ほ
ろ

り
と
ふ
り
解
き
ｊ
く
～
せ
ら
れ
し
也
。

・
彼
鬼
の
向
き
は
、
昔
の
馬
の
四
郎
の
鬼
也
。
観
阿
も
か
れ
を
学
ぶ
と
申

さ
れ
る
也
。
さ
ら
り
き
き
と
、
大
様
‐
１
１
と
、
ゆ
ら
め
い
た
る
体
也
。

・
鬼
の
能
、
こ
と
さ
ら
当
流
に
変
れ
り
。
拍
子
も
同
じ
も
の
を
よ
そ
に
は

は
ら
り
と
踏
む
を
、
ほ
ろ
り
と
踏
み
、
よ
そ
に
は
ど
う
と
踏
む
を
、
と

う
と
踏
む
。
砕
動
風
鬼
、
是
也
。
拍
子
に
つ
き
て
味
わ
う
ぺ
き
こ
と
有
。

こ
こ
に
あ
る
「
ゆ
ら
り
き
き
」
「
ほ
ろ
り
」
「
さ
ら
り
き
き
」
「
大
様
ノ
ー
」

「
と
う
」
と
い
う
擬
態
語
お
よ
び
「
ゆ
ら
め
い
た
る
体
」
と
は
、
鬼
の
内
に

秘
め
た
心
が
表
面
に
出
る
様
を
観
念
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
道
誉
が
『
立
花
口
伝
大
事
」
で
用
い
た
語
と
同
一
で
は
な
い
が
、
基
本

精
神
は
、
「
ゆ
ふ
ゆ
ふ
」
「
な
び
く
」
と
い
う
点
で
何
ら
か
の
接
点
は
あ
る

よ
↑
フ
に
思
わ
れ
る
。

ア

幻0

全

《
４



最
後
に
、
良
基
と
の
比
較
に
ふ
れ
て
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
現
在
、
世

阿
弥
の
幽
玄
に
関
す
る
研
究
の
中
で
は
特
に
「
良
基
の
連
歌
に
お
け
る
幽
玄

⑯

が
世
阿
弥
へ
導
入
さ
れ
た
」
と
み
る
説
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
良
基
と

世
阿
弥
の
伝
言
に
用
い
ら
れ
る
語
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
事
実
か

ら
考
え
て
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
阿
弥
の
伝
言
に
は
、

⑰

良
基
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
ふ
れ
た
箇
所
は
み
え
ず
、
道
誉
に
関
す
る
記
事

（
既
に
あ
げ
た
よ
う
な
、
直
接
教
養
を
見
聞
き
し
て
い
た
記
事
）
と
比
較
す

る
と
不
審
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
本
稿
三
章
の
１
灸
２
，
３
で
あ
げ
た
事
項

⑱

に
関
し
て
、
良
基
の
連
歌
諭
書
を
み
て
み
る
と
、

１
、
幽
玄
と
、
児
、
女
を
直
接
結
び
つ
け
て
説
い
た
部
分
は
な
い
。
‐

２
、
「
珍
し
」
「
面
白
し
」
の
語
は
頻
出
す
る
が
、
そ
れ
は
道
誉
や
世
阿
弥

の
よ
う
に
同
価
値
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
輪
説
を
好
み
、

珍
し
き
所
を
求
む
る
は
、
至
極
の
奥
旨
の
至
ら
ざ
る
時
の
事
な
り
」

（
『
僻
連
抄
』
）
「
ア
ナ
ガ
チ
’
一
珍
敷
不
し
可
し
好
」
（
『
連
歌
十
様
』
）
と
あ
る
よ

う
に
、
「
珍
し
」
の
効
用
は
良
し
と
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
良
基
は
「
面

白
し
」
を
評
価
基
準
の
最
先
端
に
置
い
て
追
求
し
て
い
る
。

３
、
「
色
香
」
で
な
く
、
「
花
香
」
の
語
を
用
い
る
。

と
な
る
。

以
上
か
ら
、
世
阿
弥
は
、
良
基
の
連
歌
用
語
を
吸
収
し
な
が
ら
も
、
精
神

面
で
は
、
花
道
と
い
う
立
体
的
美
意
識
に
基
づ
く
道
誉
の
幽
玄
の
中
に
響
き

『
立
花
口
伝
大
事
』
に
み
え
る
道
誉
の
幽
玄

(四）

●

注
①
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
藝
術
論
』

②
注
①
に
同
じ

③
「
花
道
史
に
お
け
る
展
開
期
の
問
題
、
ｌ
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

ま
で
ｌ
」

④
熱
田
公
「
い
け
ば
な
の
文
化
史
Ｉ
」
（
『
図
説
い
け
ぱ
な
大
系
３
』
所
収
）

⑤
世
阿
弥
伝
言
は
次
の
三
期
に
分
類
さ
れ
る
。
義
満
時
代
（
第
一
期
）
ｌ
風
姿

花
伝
、
（
第
一
年
来
稽
古
条
女
か
ら
第
七
別
紙
口
伝
ま
で
の
七
篇
か
ら
成
る
）
。

義
持
時
代
（
第
二
期
）
ｌ
花
習
内
抜
書
。
花
鏡
。
至
花
道
。
二
曲
三
体
人
形
図
。

三
道
。
風
曲
集
。
遊
楽
習
道
風
見
。
五
位
。
九
位
。
六
義
。
拾
玉
得
花
。
義

教
時
代
（
第
三
期
）
Ｉ
五
音
曲
条
々
。
五
音
。
習
道
書
。
申
楽
談
儀
。
夢
跡

一
紙
。
却
来
華
。
金
島
書
。
以
上
、
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥
禅
竹
』
所
収
。

．
⑥
群
菩
類
従
理
輯
、
武
家
部
仙

⑦
安
良
岡
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈
』
に
、
「
『
珍
奇
よ
り
も
常
凡
を
』
と
い
う

の
が
兼
好
の
生
活
観
で
あ
り
、
事
物
に
つ
い
て
の
原
理
的
見
方
で
あ
っ
た
。
」
と

斗
衲
｝
プ
（
句
。

③
続
群
書
類
従
Ⅳ
輯
下
、
連
歌
部
慨

⑨
日
本
古
典
文
学
大
系
『
連
歌
論
集
俳
論
集
』

⑩
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
藝
術
論
』

合
う
も
の
を
感
じ
、
こ
れ
を
核
と
し
て
、
自
己
の
幽
玄
を
確
立
し
て
い
っ
た

と
推
察
で
き
る
。

本
稿
は
、
『
立
花
口
伝
大
事
』
の
一
ケ
条
に
限
定
し
た
比
較
で
あ
り
、
他

の
条
に
関
す
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
既

に
あ
げ
た
よ
う
な
道
誉
の
幽
玄
観
は
、
世
阿
弥
作
の
謡
曲
詞
章
で
は
、
「
は

づ
か
し
」
の
語
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
解
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
次
回
の
課
題
と
し
た
い
。

0

引

早



⑪
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
二
巻

⑫
群
書
類
従
蛸
輯
、
遊
戯
部
畑

⑬
野
上
豊
一
郎
『
能
楽
概
説
』
、
横
井
春
野
『
世
阿
弥
の
生
涯
』
、
能
勢
朝
次

『
能
楽
研
究
』
、
西
尾
実
『
世
阿
弥
の
能
芸
論
』

⑭
「
国
語
国
文
」
昭
和
喝
年
ｎ
月
号
に
翻
刻
。

⑮
幽
玄
と
強
き
（
鬼
）
は
、
『
風
姿
花
伝
』
「
第
三
問
答
条
々
」
「
第
六
花
修
」

で
、
「
人
に
於
い
て
は
、
女
御
・
更
衣
、
又
は
遊
女
・
好
色
・
美
男
、
草
木
に

は
花
の
類
、
か
や
う
の
数
左
は
、
そ
の
形
幽
玄
の
物
な
り
。
又
、
あ
る
い
は
物

の
ふ
・
荒
夷
、
あ
る
い
は
鬼
・
神
、
草
木
に
も
松
・
杉
、
か
や
う
の
数
左
の
類

は
、
強
き
物
と
申
、
へ
き
か
・
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
、

両
極
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
て
い
る
。
「
も
し
、
強
か
る
、
へ
き
こ
と

卸
凸

三
四

を
幽
玄
に
せ
ん
と
て
、
物
ま
ね
似
た
ら
ず
ぱ
、
幽
玄
に
は
な
く
て
、
こ
れ
弱
き

也
、
」
「
善
悪
に
す
ま
じ
き
能
あ
る
、
へ
し
。
（
中
略
）
又
、
怒
れ
る
人
体
に
て
、

幽
玄
の
物
ま
ね
、
こ
れ
同
じ
・
」

⑯
西
一
祥
「
世
阿
弥
の
生
涯
ｌ
能
と
そ
の
芸
術
論
の
関
わ
り
か
ら
ｌ
」

（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭
和
弱
年
１
月
号
所
収
）

⑰
世
阿
弥
と
良
基
の
間
に
、
直
接
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
《
福
田
秀
一
氏
が
紹

介
さ
れ
た
「
自
二
条
殿
被
遣
尊
勝
院
御
消
息
詞
」
（
『
芸
術
史
研
究
』
第
十
号
、

昭
和
如
年
７
月
号
所
収
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑬
『
僻
連
抄
』
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
、
『
筑
波
問
答
』
『
十
問
最
秘
抄
』
（
日

本
古
典
文
学
大
系
）
、
『
九
州
問
答
』
『
連
歌
十
様
』
（
注
⑭
に
同
じ
）

￥

鳥


